
主
催
者
の
地
本
大
沼
委
員
長

は
、
「
職
場
か
ら
の
闘
い
を

集
約
し
、
成
果
と
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
労
働
条
件
改
善
、

組
織
強
化
・
拡
大
、
平
和
憲

法
擁
護
の
た
め
の
参
議
院
選

挙
闘
争
勝
利
に
繋
げ
る
重
要

な
総
括
の
場
」
と
集
会
の
意

義
を
述
べ
、
全
機
関
の
総
括

報
告
を
求
め
た
。

続
い
て
来
賓
の
エ
リ
ア
本
部

菊
池
委
員
長
か
ら
は
、
経
過
・

情
勢
等
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。
（
要
旨
二
面
掲
載
）

続
い
て
地
本
原
子
書
記
長
が
、

仙
台
地
本
の
春
闘
の
経
過
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
提
起

し
各
支
部
報
告
と
全
体
討
論

に
入
っ
た
。

◆
各
支
部
報
告

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

▼
今
春
闘
で
は
貨
物
の
仲
間
、

委
託
・
外
注
先
の
仲
間
と
の

交
流
を
積
極
的
に
実
施
し
、

会
社
の
不
当
性
と
扱
わ
れ
方

に
怒
り
を
持
っ
て
闘
う
決
意

を
確
認
。
課
題
と
何
が
で
き

る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

▼
貨
物
会
社
に
要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

抗
議
の
ジ
ャ
ン
ボ
は
が
き
、

支
社
前
チ
ラ
シ
配
布
、
本
部
・

エ
リ
ア
本
部
へ
激
励
・
要
請

行
動
も
実
施
。

▼
闘
い
の
組
立
て
。
我
々
の

扱
わ
れ
方
、
許
せ
な
い
実
態

見
た
と
き
闘
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
。
ス

ト
に
つ
い
て
、
出
来
な
い
の

で
あ
れ
ば
出
来
る
よ
う
に
オ

ル
グ
す
べ
き
。

▼
春
闘
交
渉
。
貨
物
は
17
年

連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
東
日
本
は

昨
年
同
様
回
答
の
引
き
伸
ば

し
。
ど
の
よ
う
な
交
渉
な
の

か
。
抗
議
集
会
も
な
ぜ
本
社

前
で
な
い
の
か
。
抗
議
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
指
示
を
。

▼
郡
山
駅
の
5
人
の
拡
大
。

日
頃
か
ら
の
関
わ
り
の
結
果
。

宮
城
で
は
貨
物
宮
城
分
会
で

拡
大
。
雇
用
継
続
の
不
安
か

ら
国
労
に
。
悩
み
や
不
安
に

積
極
的
に
関
わ
っ
た
結
果
。

▼
今
後
JR
直
轄
の
駅
業
務
が

な
く
な
る
の
で
は
。
労
働
条

件
も
劣
悪
で
一
人
で
5
つ
の

職
場
を
掛
持
ち
し
て
い
る
。

▼
支
部
で
は
交
渉
窓
口
に
な

れ
な
い
の
で
地
本
の
積
極
的

な
対
応
を
求
め
る
。
現
場
の

声
を
大
切
に
し
て
闘
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
。

福
島
県
支
部

佐
藤
書
記
長

▼
春
闘
討
論
集
会
を
開
催
。

一
要
求
か
ら
現
場
長
交
渉
へ

各
分
会
で
追
求
す
る
意
思
統

一
。

▼
職
場
問
題
改
善
の
取
組
み
。

作
業
ダ
イ
ヤ
や
要
員
張
り
付

け
の
改
善
、
お
問
い
合
わ
せ

セ
ン
タ
ー
と
忘
れ
物
セ
ン
タ
ー

の
取
り
扱
い
時
間
の
変
更
な

ど
、
職
場
実
態
調
査
か
ら
団

交
で
要
求
を
改
善
。

▼
異
動
の
要
求
。

我
々
か
ら

具
体
的
に
会
社
に
提
言
し
希

望
を
通
し
て
き
た
事
例
も
。

他
労
組
若
手
の
通
勤
問
題
に

も
相
談
に
乗
り
、
現
場
で
の

話
し
合
い
か
ら
地
元
へ
の
転

勤
や
配
属
が
実
現
。
「
選
挙

活
動
だ
け
で
な
く
職
場
の
問

題
を
取
り
上
げ
る
の
が
労
働

組
合
」
と
、
職
場
で
国
労
が

認
知
さ
れ
て
い
る
。

▼
職
場
で
国
労
が
仕
事
の
中

心
に
。
他
労
組
が
仕
事
で
困
っ

て
い
る
、
分
か
ら
な
い
時
に

頼
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
信
頼

は
得
ら
れ
な
い
。

▼
組
織
拡
大
（
具
体
的
経
過

は
省
略
）
。
国
労
が
少
な
い

と
の
意
見
も
聞
く
が
、
郡
山

設
備
分
会
電
力
班
で
は
、
技

セ
１
人
、
メ
セ
１
人
の
国
労

組
織
で
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ

拡
大
。
加
入
し
た
若
手
は
、

「
職
場
に
国
労
の
先
輩
が
居

な
く
な
り
、
き
ち
ん
と
会
社

に
問
題
を
主
張
す
る
た
め
に

国
労
に
加
入
し
た
」
と
話
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
意
識
を

育
て
る
付
き
合
い
が
重
要
。

山
形
県
支
部

鈴
木
執
行
委
員

▼
春
闘
行
動
、
米
沢
地
区
の

報
告
に
な
る
が
、
ほ
ぼ
全
員

参
加
。
ま
た
仙
台
か
ら
米
沢

に
異
動
に
な
っ
た
組
合
員
と

の
交
流
会
も
開
催
。

▼
米
沢
駅
に
新
規
採
用
者
１

人
が
配
属
さ
れ
た
模
様
。
関

わ
り
を
持
つ
よ
う
要
請
。

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
。
若
手
見
習
い
で

駅
に
配
属
。
通
常
は
駅
を
何

駅
か
掛
け
持
ち
で
業
務
を
行

う
が
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
ロ

（
ホ
テ
ル
）
と
兼
務
の
話
も

聞
く
。
駅
業
務
と
は
系
統
が

別
だ
が
確
認
す
る
。

仙
総
所
支
部

高
橋
書
記
長

▼
春
闘
。
1
月
に
支
部
闘
争

委
員
会
を
設
置
。
分
会
が
取

組
ん
だ
調
査
が
団
交
の
武
器

に
な
っ
た
経
験
か
ら
調
査
・

点
検
活
動
の
強
化
を
要
請
。

▼
職
場
環
境
問
題
は
、
分
会

代
表
が
「
社
員
の
声
」
と
し

て
現
場
長
要
請
を
実
施
。
支

部
と
3
分
会
が
現
場
長
と
話

し
合
い
。
国
労
の
声
を
聞
く

意
識
の
変
化
を
作
り
出
し
て

き
た
の
は
成
果
。
要
求
改
善

に
向
け
、
日
常
的
に
現
場
長

と
会
話
を
。

▼
エ
ル
ダ
ー
職
場
労
働
条
件

改
善
。
要
求
集
約
し
て
い
る

が
出
向
先
会
社
に
届
か
な
い

の
が
課
題
。

▼
会
社
施
設
で
の
集
会
は
3

分
会
が
実
施
。
定
着
す
る
も

春
闘
時
期
の
み
。
通
年
開
催

に
向
け
努
力
す
る
。

▼
ニ
ュ
ー
ス
作
成
は
支
部
・

各
分
会
と
も
に
発
行
。

大
衆

行
動
の
動
員
は
目
標
ク
リ
ア
。

し
か
し
役
員
が
何
度
も
こ
な

し
て
い
る
状
況
。
運
動
を
全

体
的
に
し
て
い
く
の
が
課
題
。

▼
16
年
度
業
務
改
善
提
案
。

国
労
は
車
両
品
質
や
安
全
が

担
保
さ
れ
な
い
外
注
化
に
は

反
対
の
立
場
。
一
方
で
エ
ル

ダ
ー
組
合
員
の
職
場
確
保
の

側
面
も
。
技
術
継
承
を
求
め

つ
つ
、
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
在

り
方
を
議
論
し
た
い
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
機
関

と
し
て
組
合
説
明
会
や
歓
迎

会
を
開
催
し
た
の
は
2
分
会

だ
が
、
他
分
会
も
様
々
な
取

組
み
で
若
手
社
員
と
交
流
。

職
場
で
は
国
労
組
合
員
が
仕

事
の
中
心
に
な
り
信
頼
も
生

ま
れ
て
い
る
。
「
国
労
に
来

い
」
と
言
え
る
状
況
に
し
な

け
れ
ば
。

郡
工
支
部

橋
本
委
員
長

▼
春
闘
。
大
衆
行
動
の
取
組

み
。
参
加
目
標
は
達
成
。

▼
客
貨
一
体
の
闘
い
。
会
社

間
格
差
が
拡
大
し
、
貨
物
社

員
の
生
活
も
極
限
に
達
し
て

い
る
。
貨
物
会
社
は
55
歳
で

3
割
賃
金
カ
ッ
ト
、
年
2
回

の
期
末
手
当
は
旅
客
の
1
回

分
に
も
満
た
な
い
。
住
宅
・

教
育
ロ
ー
ン
が
支
払
え
な
い
、

若
手
社
員
も
見
切
り
を
つ
け

て
退
職
。
貨
物
の
仲
間
の
実

態
を
思
う
と
き
‥
ス
ト
で
闘

い
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り

実
現
を
。
地
本
に
も
要
請
し

た
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
拡
大

が
進
ま
な
い
、
強
化
だ
け
で

も
と
思
う
が
、
エ
ル
ダ
ー
に

応
じ
ず
退
職
す
る
仲
間
。
背

景
に
キ
ツ
イ
労
働
実
態
。
65

歳
定
年
を
求
め
て
闘
い
を
。

東
北
自
動
車
支
部

兜
森
書
記
長

▼
職
場
状
況
。
高
速
ツ
ア
ー

バ
ス
の
事
故
を
受
け
て
国
交

省
か
ら
貸
切
バ
ス
営
業
所
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
指

導
通
達
が
。
事
故
以
外
は
使

用
し
な
い
条
件
で
付
け
た
が

路
線
バ
ス
で
も
見
て
お
り
、

制
帽
着
用
の
有
無
な
ど
低
レ

ベ
ル
の
労
務
管
理
に
使
用
。

▼
組
合
員
の
半
数
が
エ
ル
ダ
ー
。

若
い
人
は
入
社
し
て
も
低
賃

金
で
辞
め
て
い
く
。
会
社
は

打
開
策
と
し
て
、
遠
距
離
転

勤
者
へ
の
交
通
費
補
助
や
単

身
赴
任
者
へ
の
ア
パ
ー
ト
家

賃
の
3
割
負
担
を
し
て
い
る

が
手
厚
い
と
は
言
え
な
い
。

▼
春
闘
。
統
一
要
求
と
し
て

賃
上
げ
を
は
じ
め
と
し
た
8

項
目
の
要
求
書
を
提
出
。
4

第２７２１号 国労せんだい ２０１６年６月１０日

団結 抵抗 統一

5
・
17

支
社
団
交
（
職
場
環
境
・
ダ
イ
ヤ
改
正
積
み
残
し
）

5
・
19

東
北
交
運
鉄
軌
道
部
会
・
本
社
経
協

5
・
21

地
本
電
気
協
議
会
・
工
作
協
議
会
定
期
委
員
会

5
・
21

国
労
結
成
70
周
年
記
念
労
働
講
座

5
・
22

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社
員
交
流
会

5
・
26-

27

東
日
本
本
部
野
球
大
会

地
方
本
部
は
5
月
8
日
、
仙
台
市
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
16
年
春
闘
の
中
間
総
括
会
議
を
開
催
し
た
。

 
会
議
に
は
各
支
部
と
分
会
代
表
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
に
お
い
て
の
総
括
を
持
ち
寄
り
、
賃
金
闘
争
を
は
じ
め
労
働

条
件
改
善
や
組
織
問
題
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
全
体
で
総
括
し
た
。
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回
の
交
渉
を
持
っ
た
が
、
現

時
点
で
ベ
ア
・
夏
季
手
当
の

回
答
は
な
し
。

◆
全
体
討
論

▼
貨
物
福
島

・
ス
ト
で
闘
う
気
概
が
な
い
。

・
組
合
事
務
所
で
の
抗
議
集

会
で
は
抗
議
の
相
手
が
不
明
。

・
支
社
前
で
抗
議
集
会
を
。

・
ベ
ア
ゼ
ロ
で
ス
ト
な
し
。

労
働
運
動
な
の
か
。
少
数
組

合
だ
か
ら
仕
方
な
い
の
か
。

・
最
近
は
最
初
か
ら
諦
め
ム
ー

ド
。
高
齢
化
も
一
因
、
若
手

の
加
入
が
最
重
要
。

・
貨
物
は
JR
で
福
利
厚
生
は

最
低
。
若
手
の
退
職
も
当
然
。

・
今
の
国
労
の
現
状
で
は
国

労
に
来
い
と
は
…
。

・
客
貨
一
体
に
は
程
遠
い
。

互
い
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

が
理
解
で
き
て
い
な
い
。

・
ス
ト
は
戦
術
で
あ
る
が
、

目
的
、
目
標
。
総
括
し
、
来

春
闘
は
客
貨
一
体
で
ス
ト
で

闘
え
る
よ
う
今
か
ら
準
備
を
。

▼
仙
台
分
連
協

・
デ
モ
行
進
に
支
社
前
ル
ー

ト
が
な
い
。
工
夫
を
。

・
北
部
現
業
で
朝
チ
ラ
シ
を

し
た
が
、
会
社
施
設
等
で
集

会
後
に
勤
務
に
入
る
行
動
を
。

・
再
雇
用
制
度
。
希
望
・
予

定
通
り
で
な
い
。
65
歳
定
年

延
長
を
強
く
求
め
る
。

・
住
環
境
制
度
。
平
成
34
年

に
退
去
。
改
善
を
求
め
る
署

名
を
実
施
し
て
は
。

・
戦
術
判
断
は
各
エ
リ
ア
に

あ
る
と
聞
く
が
な
ぜ
東
日
本

は
ス
ト
を
決
断
し
な
か
っ
た

の
か
。
。

・
全
国
、
東
日
本
大
会
の
立

候
補
者
に
よ
る
立
会
演
説
会

の
実
施
を
。

▼
郡
山
設
備
分
会

・
昨
年
は
や
り
切
れ
な
か
っ

た
。
一
人
一
要
求
か
ら
現
場

長
交
渉
で
職
場
改
善
と
運
動

を
通
じ
て
組
織
拡
大
へ
。

・
昨
年
2
人
の
30
代
組
合
員

が
誕
生
、
彼
ら
の
熱
い
思
い

に
応
え
る
た
め
に
は
と
分
会

集
会
で
「
新
採
へ
の
組
合
説

明
会
と
食
事
会
」
の
成
功
に

向
け
た
意
思
統
一
。

・
電
、
信
、
保
、
幹
保
各
班

で
東
労
組
分
会
に
「
国
労
も

組
合
説
明
会
を
実
施
す
る
の

で
そ
れ
ま
で
加
入
は
待
っ
て
」

と
要
請
。

・
各
班
合
計
8
人
の
新
採
と

交
流
。
組
合
員
か
ら
は
や
っ

て
よ
か
っ
た
の
声
。

・
言
葉
だ
け
で
な
く
、
文
字

通
り
組
織
一
体
の
活
動
、
ま

た
東
労
組
に
も
国
労
の
決
意

を
ア
ピ
ー
ル
。

▼
仙
台
電
力
区

・
安
全
問
題
を
検
証
す
る
集

会
で
は
、
誰
が
い
つ
被
害
者

や
加
害
者
に
な
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
現
状
を
伝
え
た
か
っ

た
。

・
執
行
委
員
会
の
定
例
化
を

図
っ
て
い
る
。

・
主
務
職
の
組
合
員
、
新
入

社
員
教
育
や
管
理
職
の
業
務

と
の
板
挟
み
。
技
術
継
承
を

求
め
ら
れ
、
本
来
業
務
も
あ

り
大
き
な
ス
ト
レ
ス
。

・
7
月
参
議
院
選
挙
、
地
本

と
し
て
労
働
組
合
が
果
た
す

役
割
を
考
え
行
動
提
起
を
。

▼
宮
城
県
支
部

・
次
の
春
闘
で
要
求
を
勝
ち

取
る
た
め
の
総
括
会
議
に
。

・
現
場
の
声
や
要
請
に
応
え

る
具
体
的
運
動
の
提
起
を
。

・
ス
ト
で
闘
わ
な
い
取
り
組

み
の
不
十
分
さ
、
特
に
貨
物

組
合
員
か
ら
多
く
の
不
満
が
。

・
自
分
た
ち
の
職
場
で
の
扱

わ
れ
方
や
労
働
環
境
を
何
と

か
し
た
い
と
い
う
組
合
員
の

怒
り
の
現
れ
。

・
交
渉
重
視
、
し
か
し
3
回

目
で
回
答
、
昨
年
よ
り
低
額
。

与
え
ら
れ
た
権
利
を
行
使
し

て
会
社
を
押
し
込
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
、
し
っ
か
り
総

括
を
。

▼
小
牛
田
運
輸
区

・
2
日
間
の
全
体
集
会
で
6

項
目
の
要
求
作
成
。
会
社
と

日
程
調
整
が
つ
か
ず
、
各
班

毎
に
要
請
の
方
向
。
会
議
で

は
ス
ト
の
議
論
も
あ
っ
た
が

意
見
が
別
れ
た
。

・
新
採
対
策
は
接
触
に
苦
慮
。

・
乗
務
員
の
運
転
状
況
を
動

画
で
晒
さ
れ
る
な
ど
気
の
休

ま
ら
な
い
状
況
。

・
運
転
士
の
手
待
ち
時
間
で

の
列
車
の
監
視
が
不
十
分
と

強
い
指
摘
。
戒
告
処
分
も
。

・
3
分
会
学
習
・
交
流
会
を

予
定
。

▼
貨
物
宮
城

・
門
前
チ
ラ
シ
3
日
間
、
現

場
長
申
し
入
れ
、
本
社
・
支

社
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
34
回
、
個
人
・

ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
行
動
、
署

名
百
筆
、
本
部
・
エ
リ
ア
本

部
要
請
行
動
、
エ
リ
ア
本
部

ス
ト
要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
再
回
答

を
求
め
る
本
社
Ｆ
Ａ
Ｘ
16
回
。

・
門
前
行
動
に
旅
客
の
仲
間

が
多
く
参
加
し
感
謝
、
単
一

組
織
の
良
さ
。

・
な
ぜ
ス
ト
指
令
を
出
さ
な

い
の
か
。
ス
ト
を
や
ら
な
い
、

や
れ
な
い
理
由
で
な
く
、
や

る
方
向
で
現
場
に
入
り
指
導

力
を
発
揮
し
次
の
闘
い
に
。

・
旅
客
の
人
は
期
末
手
当
を

貨
物
と
比
較
し
満
足
す
る
の

で
は
な
く
、
怒
り
を
持
っ
て

共
に
闘
う
取
組
み
を
。

▼
仙
台
建
築

・
職
場
要
求
。
他
労
組
若
手

も
含
め
た
要
求
20
項
目
を
現

場
で
話
し
合
い
。
特
に
超
勤

問
題
。
管
理
者
の
業
務
管
理

や
指
示
の
問
題
を
指
摘
。
後

日
ま
と
め
の
集
会
と
情
報
を

若
手
に
も
配
布
。

・
組
織
対
策
。
同
時
組
合
説

明
会
を
東
労
組
に
持
ち
か
け
、

実
施
は
で
き
た
。

▼
仙
石
線
駅
連
合

・
春
闘
は
全
て
の
諸
行
動
に

参
加
。
ス
ト
な
し
は
残
念
の

声
。
ス
ト
基
金
の
現
状
は
。

万
一
不
足
の
場
合
は
基
金
再

開
も
必
要
で
は
。

・
闘
う
国
労
の
運
動
継
承
を
。

▼
郡
山
駅
連
合

・
加
入
し
た
職
場
の
若
手
は

役
員
も
し
て
い
た
が
、
選
挙

の
話
が
長
く
て
嫌
気
が
。

・
組
合
説
明
会
も
大
切
だ
が
、

職
場
で
主
導
権
を
握
る
こ
と

が
よ
り
大
事
。
配
属
に
な
っ

て
か
ら
他
労
組
と
の
違
い
を

感
じ
る
。

・
拡
大
行
動
は
年
中
行
事
。

一
回
限
り
の
説
明
会
や
歓
迎

会
で
は
な
く
、
常
に
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
が
大
事
。

第２７２１号 国労せんだい ２０１６年６月１０日

団結 抵抗 統一

1.16春闘経過。

①国労要求獲得に向けた闘い。東日本

本部は2/8に第33回東日本本部委員会を

開催し、ベア1万5千円の統一要求に千

円加算を要求の柱に。2/12に春闘要求

書を、2/25には夏季手当3.5ヵ月プラス

一律5万円の要求書を提出。

②しかしその後交渉はストップ。3/17

日に緊急申入れ、3/23に全地方・地区

本部が12支社に一斉申入れ。3/30には

関東（東京）・東北（盛岡）ブロック

で緊急抗議集会を開催。集会終了後、

三度目の緊急申し入れを行い、3/31の

団交開催が示された。

③交渉では、定期昇給と所定昇給額の1

/10+500円、夏季手当2.85ヵ月+2万円の

回答で、持ち帰り検討とし終了。

④直後の執行委員会では、「最大労組

が席上妥結の状況で再回答の提出は困

難」との判断から4/1回答を受け入れ妥

結整理。貨物は17年連続ベアゼロ。

2.国労春闘総括

①中央戦術委員会では、ストの提起と

議論に終始し、組織現状と各エリア交

渉の進捗や情勢分析もないまま戦術議

論が行われる問題が。

②中央本部は、戦術判断・決定は中央

本部が行うとのスタンス。しかし「具

体的戦術については中央戦術委員会で

決定する」という中央委員会方針との

整合性はどうか。また闘争指令の提起

がされたが、交渉日程が決まらないエ

リア本部としては動きようのないのが

実情。結果、中央本部は闘争指令を闘

争指示に変更し、エリア本部に判断を

委ねる形に。

③昨年を上回る賃金引上げの回答は引

き出せなかったが、東日本本部の緊急

抗議集会に、全エリア本部がアピール

や檄文を寄せるなど各エリア本部の自

主的判断による連帯行動が取組まれた。

④今春闘の最大の成果は、職場からの

春闘と結合し取組んだ組織拡大。

西日本で3/1付（32歳）、4/1付（28歳）、

東日本では大宮車両所分会で、2/5付

（25歳）、郡山駅連合分会で、3/23付

（23歳、30歳、32歳、40歳、56歳）の

加入を勝ち取れたこと。最大労組と会

社に大きなインパクトを与えた。

④東日本本部は今年、東日本本部執行

委員会に戦術委員会を設置。戦術判断

の場が作られ、再三の緊急申し入れや

各地方・地区本部に全12支社への交渉

促進の申し入れ、3/30の緊急抗議集会

の開催等、JR東日本の対応を見つつ戦

術を高める取組みが作り出せたことは1

7春闘につながる結果。

⑤地方の取組み。3/4東北総行動に400

人、仙台独自行動に270人、新橋支部は

200人が結集。職場での取組みでは、

「一組合員一要求」を中心に、全組合

員参加の取組み、現場長への要請行動

など創意工夫した取組みがおこなわれ

た。

⑥今春闘の特徴点。国労東日本、国労

西日本、国労東海では、交渉推移を見

極めつつ戦術判断がなされたこと。

戦術は、交渉権を持つエリア本部の交

渉進捗の中で高めていくのであり、そ

の戦術判断はエリア本部が行わざるを

得ない実態が浮き彫りとなった。

⑦今春闘で議論された要求の立て方や

プロセスなどの課題を17春闘に活かす

ためにも各級機関が総括的議論を深め、

方針と判断の整理を図る努力を。

3.組織強化・拡大

①組織拡大の取組みの成果。大会以降1

9人が国労加入し、内、青年部対象者が

8人。06年の東日本、08年の貨物と一括

和解を経て情勢の変化を作ってきた。

仕事を通じて仲間の信頼を得る努力の

成果であり、教条的な理屈や経験の押

し付けでは得られないもの。拡大でき

た分会や加入した青年に学び、粘り強

く職場での信頼を得る日々の努力を積

み上げよう。


